
 

全九州高等学校体育大会開催基準要項 

 

  全九州高等学校体育大会は、高等学校教育の一環として、生徒に広くスポーツ実践の機会を与え、競技力の向上

を期し、心身の健全な生徒を育成するとともに、生徒相互の親睦を図るものとする。 

 

 

１  主    催 

   九州高等学校体育連盟及び開催県教育委員会とする。 

 

２  後援及び主管 

  (1) 大会後援は、開催県スポーツ協会、九州総括競技団体、報道機関及び開催地市町村教育委員会等を原則とす

る。 

  (2) 大会の主管は、開催県高等学校体育連盟及び関係の開催県競技団体とする。 

 

３  大会の名称 

「令和○年度全九州高等学校体育大会  第○回全九州高等学校○○○競技大会」と称する。全国大会九州ブロ

ック予選を兼ねる場合は、大会名を併記すること。 

 

４  大会の開催 

  (1) 大会は、夏季・秋季・冬季の三期に分けて、毎年開催する。 

  (2) 競技大会は、本連盟で定める各県輪番を原則とし、別紙「開催県順番表」に基づき、理事会で審議決定する。

なお、競技専門部に当たる組織のない県においては開催しない。 

 (3) 競技種目の追加及び廃止については、各県高体連における当該競技専門部の設置及び活動状況、大会の性格、

目的並びに大会運営能力等の大会開催のための諸条件を考慮して、理事会で審議決定する。 

  (4) 次の競技は、全国大会九州ブロック予選又は、これを兼ねるものとする。 

   陸上競技（南・北九州予選会）、ヨット、ホッケー、水泳、体操（新体操男子）、自転車競技、 
ボクシング（ピン、ウエルター、ミドル）、レスリング（女子）、サッカー（女子） 

 

５  大会開催の期間 

  (1) 夏季大会は、６月中旬・下旬及び７月下旬、秋季大会は10月下旬、冬季大会は11月下旬を原則とする。 

  (2) 競技大会日数は、２日を超えないことを原則とする。 

(3) 陸上競技（新人）・水泳（競泳）・サッカー・ラグビーフットボール・テニス・登山・ボクシング・ヨット・

自転車競技・ホッケー・バドミントンは３日とし、陸上競技（南・北九州予選会）は４日とする。 

      なお、ラグビーフットボールについては、連続して３日間開催してはいけない。  

   また参加生徒の授業時間確保の観点から、最終日に著しく出場選手・チームが減少する場合は、最終日が月

曜日になるように計画すること。 

  (4) 雨天等のために、競技を延期せざるを得ない場合は、競技終了が見込めるときに限り、１日だけ順延して実

施することができる。ただし、全国高等学校総合体育大会九州ブロック予選大会は、この限りでない。 

 

６  競技の運営 

  (1) 各競技の運営は、開催県高等学校体育連盟が、開催県競技団体と提携してこれに当たる。 

  (2) 組み合わせ抽選会は、開催県高等学校体育連盟で行う。 

  （原則として、開催県高等学校体育連盟理事長が同席する。九州専門委員長の同席も可とする。） 

  (3) 諸会議は、次のように開くことができる。 

ア 監督会議及び審判打ち合わせ会は、競技開始日前日とする。 

イ 専門委員長会議は、監督会議の前に行うことを原則とする。 

 



 

７  大会の規模 

  (1) 競技種目は、原則次のとおりとする。 

ア 夏季大会（６月） 

        陸上競技（南・北九州予選会）、体操、バスケットボール、バレーボール、サッカー、 

ラグビーフットボール、ハンドボール、柔道、卓球、バドミントン、レスリング、ボクシング、 

ウエイトリフティング、ヨット、自転車競技、 

        ホッケー、なぎなた、ボート、テニス、カヌー、アーチェリー、少林寺拳法 

イ 夏季大会（７月） 

        水泳、剣道、相撲、弓道、ソフトテニス、ソフトボール、登山、空手道、フェンシング 

ウ 秋季大会（10月）  陸上競技（新人） 

エ 冬季大会（11月）  陸上競技（駅伝） 

  (2) 競技方法は、各競技種目別学校対抗としているが、部員不足により各学校を単位として大会に参加する要件

を満たすことができない場合、必要な手続きを経た上で、複数校合同チームの参加を認める。 

 

８ 引率・監督について 

(1) 引率責任者は、団体の場合は校長の認める当該校の職員とする。個人の場合は、校長の認める学校の職員と

する。また、校長から引率を委嘱された「部活動指導員」（学校教育法施行規則第78条の２に示された者)

も可とする。但し、当該都道府県高体連会長に事前に届け出ること。 

(2) 監督・コーチ等は校長が認める指導者とし、それが外部指導者の場合は傷害・賠償責任保険（スポーツ安全

保険等）に必ず加入することを条件とする。 

(3) 但し、各県における規定が定められ、引率・監督者がこの基準より限定された範囲内であれば、その規定に

従うことを原則とする。 

 

９  大会参加資格〔(1)～(6)の改正は全国高体連に準じて行なう。〕 

(1) 参加者は、各県高等学校体育連盟に加盟している生徒で、本競技実施要項により、九州大会の参加資格を得

た者に限る。（１位から順次出場させること。） 

  (2) 競技団体の登録については、全国高校総体要項に準ずる。 

  (3) 平成○○年（西暦○○○○年）４月２日以降に生まれた者とする。ただし、出場回数は同一競技３回までと

し、同一学年での出場は１回限りとする。（出場とは登録やエントリーではなく、試合への出場回数をさし、

専門部が責任を持って調整・確認する。） 

  (4) チーム編成において、全日制及び定時制・通信制課程の生徒による混成は認めない。 

(5) 以下の場合に限り、複数校合同チームの大会参加を認める。 

  ア．部員不足に伴う合同チーム 

（都道府県高等学校体育連盟会長により予選会から参加が認められた場合） 

詳細は、（公財）全国高等学校体育連盟が定める「部員不足に伴う複数校合同チーム参加規程」と（公財）

全国高等学校体育連盟競技専門部が定める「競技別部員不足に伴う複数校合同チーム参加ガイドライン」

による。  

イ．統廃合対象校による合同チーム 

（統廃合完了前の２年間に限る） 

(6) 転校・転籍後６カ月未満（水泳は１年未満）の者は参加を認めない。（外国人留学生もこれに準ずる）ただ

し、一家転住等やむを得ない場合は、各県高等学校体育連盟会長の認可があれば、この限りでない。 

  (7) 出場する選手は、あらかじめ健康診断を受け、在学する学校長及び所属高等学校体育連盟会長の承認を必要

とする。 

  (8) 参加資格の特例 

ア 上記(1)に定める生徒以外で、(2)～(6)の大会参加資格を満たし、かつ、九州高等学校体育連盟が承認した

生徒を、別途に定める規定に従い大会参加を認める。 

イ 学年の区分を設けない課程に在籍する生徒の出場は、同一競技３回限りとする。 



 

ウ 学年区分を設けてある過程に在籍する生徒の出場は、同一競技３回までとし、同一学年での出場は１回限

りとする。 

 

〔大会参加資格の別途に定める規定〕 

１  学校教育法第72条、115条、124条及び134条の学校に在籍し、全九州高等学校体育大会に参加を認められた生

徒であること。 

２  以下の条件を具備すること。 

  (1) 大会参加資格を認める条件 

    ア 全国高等学校体育連盟・九州高等学校体育連盟活動の目的を理解し、それを尊重すること。 

    イ 参加を希望する専修学校及び特別支援学校、高等専門学校、各種学校にあっては、学齢、修学年限ともに 

高等学校と一致していること。また、連携校の生徒による混成は認めない。 

    ウ 各学校にあっては、九州各県高体連の予選会から出場が認められ、九州・全国大会への出場条件が満たさ 

れていること。 

    エ 各学校にあっては、部活動が教育活動の一環として、日常継続的に責任ある顧問教員の指導のもとに適切 

に行われており、活動時間帯が高等学校に比べて均衡を失していず、運営が適切であること。 

  (2) 大会参加に際し守るべき条件 

    ア 全国高等学校総合体育大会開催基準要項及び全九州高等学校体育大会開催基準要項を遵守し、競技種目大 

会申し合わせ事項等に従うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。 

    イ 大会参加に際しては、責任ある教員が引率するとともに、万一の事故の発生に備えて傷害保険に加入して 

おくなど、万全の事故対策を講じておくこと。 

    ウ 大会開催に要する経費については、応分の負担をすること。 

 

10  参加制限 

  (1) 各競技の参加人員は、別紙「全九州高等学校体育大会出場人員及び日数一覧表」による。 

  (2) 欠場校及び欠場者が出た場合、開催県での補充はしない。但し、柔道（個人）においては、選手選出が定数

に満たない場合（欠員）においては開催県での補充を認める。 

(3) 外国人留学生については、全国高等学校総合体育大会要領のとおりとする。 

 

11  大会・競技役員 

  (1) 別紙「大会役員基準表」に基づき、開催県で編成する。 

  (2) 全九州高等学校体育大会の役員委嘱文書には、開催県高体連会長名、会長印を用いる。 

  (3) 各県高等学校体育連盟会長及び理事長への委嘱文書は必要ない。 

 (4) 競技役員は、開催県の役員とし、やむを得ず他県に依頼する場合は、必要経費を開催県で負担する。 

 (5) 競技役員の構成については、九州専門委員長会等で事前に確認をする。 

 

12  各競技別実施要項 

  (1) 開催県高等学校体育連盟は、競技専門部と協議のうえ原案を作成し、理事長会に提出する。 

  (2) 理事長会は、提出された原案を審議し理事会に報告し決定する。 

  (3) 決定した実施要項は、４月末日までに、競技開催県高等学校体育連盟事務局が責任を持って、九州高等学校

体育連盟ホームページに掲載する。 

  (4) 各競技の実施要項に記載する内容は、別紙「全九州高等学校体育大会実施要項」のとおりとする。 

 (5) 実施要項は送付しないため、各県競技専門部で九州高等学校体育連盟ホームページよりダウンロードする。 

 

13  参加申込 

  (1) 各県高等学校体育連盟会長及び当該学校長の署名、押印のうえ所定の様式により、定められた期限までに、

各競技専門部で取りまとめ申し込むものとする。 

  (2) 申し込み締め切り日は、原則として大会２週間前とするが、夏季大会（６月大会）は、１０日前までとする。

但し、最終終了県の競技終了日を考慮すること。 



 

(3) 申込先は、各競技で定める。 

 

14  大会参加負担金 

  (1) 参加負担金は、開催県高等学校体育連盟競技専門部に納入する。 

  (2) 参加負担金は、理事会で決定する。（団体  ２０，０００円 ・ 個人  ２，０００円）を上限とする。 

   ※ 参加負担金については，各競技専門部で設定した金額を実施要項に記載する。 

 

15  大会の式典 

  (1) 開会式は、大会当日に行うことを原則とする。ただし、大会前日に開催する場合は、午後４時から１時間以

内とする。 

  (2) 閉会式は、大会終了日に行う。 

 

16  表  彰 

   各競技種目別（団体・個人）とも、３位までを表彰する。表彰状については、別に定める。 

  ※要項には、「メダル、トロフィー等を授与する」等は記載しない。 

 

17  大会標章 

    大会標章は、高体連マークとする。 

 

18  プログラム 

  (1) 次の者については、無料とする。 

      ア．大会役員  イ．競技役員  ウ．監督  エ．参加校男女各１部  オ．報道関係者 

  (2) 有料で頒布することができる。 

  (3) プログラムには、大会協賛企業を掲載することができる。 

 

19  大会経費 

    大会の準備及び運営のための経費は、開催県高等学校体育連盟が充当する運営費、参加負担金、寄付金等によ

る。 

     

20  宿  泊 

  (1) 大会役員・監督・選手の宿舎は、開催県が準備する。 

  (2) 宿泊料金は、九州高等学校体育連盟理事会で決定する。 

  (3) 詳細は、別紙「全九州高等学校体育大会宿泊要項」による。 

 

21  参加上の注意 

    競技実施要項による。 

 

22 個人情報及び肖像権に関わる取り扱いについて 

(1) 九州高等学校体育連盟が別に示す「九州高体連主催大会における個人情報及び肖像権に関わる取り扱いに 

ついて」に則った対応を行うものとする。 

(2） 競技専門部は「九州高体連主催大会における個人情報及び肖像権に関わる取り扱いについて」を競技実施 

要項及びプログラムに必ず掲載するとともに、大会中は一般観客等に周知するものとする。 

(3) 肖像権の取扱いについては、九州高等学校体育連盟が別に示す「九州高等学校体育連盟 肖像権取扱規程」

に則った対応を行うものとする。 

 

23 新型コロナウィルス感染症等への対策について 

(1)  九州高等学校体育連盟が別に示す「新型コロナウィルス感染症対応 九州高等学校体育大会実施に関する 

基本方針」に則った対策を行う。 



 

  

 

 

 

 附        則 

 

この開催基準要項は、平成１５年１月２９日から施行する。 

   

平成１６年４月２７日 一部改正     平成２７年４月３０日 一部改正 

  平成２０年４月２５日 一部改正     平成２８年４月２７日 一部改正 

  平成２２年４月２６日 一部改正     平成２９年９月１４日 一部改正 

  平成２３年４月２５日 一部改正     平成３１年４月２４日 一部改正 

  平成２６年４月２４日 一部改正     令和 ２年４月２７日 一部改正 

  令和 ３年４月２２日 一部改正     令和 ４年１月２７日 一部改正 

  令和 ５年１月２６日 一部改正     令和 ５年４月２０日 一部改正 



 

 

九州高等学校体育連盟 肖像権の取扱規程 

 

 

第１条（目的） 

本規程は、九州高等学校体育連盟（以下「本連盟」という）が主催する大会に参

加または関与する、競技者および指導者ならびにその他の関係者の肖像の取り扱い

に関し、基本事項を定めることを目的とする。 

 

第２条（定義） 

本規程で用いる用語の定義は、次の各号のとおりとする。 

(1) 本大会とは、本連盟が主催する大会の本選および予選をいう。 

(2) 競技者とは、九州各県高等学校体育連盟（以下「各県高体連」という）に加盟

する学校教育法第１条に定められた高等学校の生徒で、各県高体連の競技専門部

を通じて本連盟の競技専門部に登録した者をいう。 

(3)  指導者とは、本連盟の役員および本大会の役員、監督・コーチ・引率者をい

う。 

(4)  本大会関係者とは、競技役員、運営委員、その他の各種委員、補助員、本連盟

および本大会に関係する機関・競技団体の関係者をいう。 

(5)  肖像とは、人の容貌・姿態および個人を特定し得る氏名・愛称・音声・記録等

をいう。 

(6)  肖像権とは、肖像をみだりに撮影もしくは記録され、または、撮影もしくは記

録された肖像を公表されない権利、および、肖像のもつ財産的価値を排他的に支

配する権利をいう。 

 

第３条（肖像の管理） 

本連盟は、次条以下に定める範囲で、競技者、指導者および本大会関係者の肖像

がもつ財産的価値を排他的に支配する権利を有し、適正に管理する。 

 

第４条（本連盟等による肖像の利用） 

１ 競技者、指導者および本大会関係者は、本連盟および本連盟が認める企業・団

体・報道機関等が次の各号の行為を行うことにつき、異議を述べない。 

(1)  本大会の開催期間中に、本大会の会場およびその周辺において、競技者、指

導者および本大会関係者の肖像を撮影し、または記録すること。 

(2)  前号により撮影または記録した肖像を新聞、雑誌、ホームページに掲載し、

テレビ、インターネットで放映し、広告、宣伝に利用し、または、商品化する

など営利非営利を問わず利用すること。 

(3)  第１号により撮影または記録した肖像を有償で譲渡すること。 

２ 競技者、指導者および本大会関係者は、前項による肖像の利用について、名目

の如何を問わず一切の対価を請求しない。 

 

第５条（第三者による肖像の利用） 

競技者、指導者および本大会関係者は、本連盟の事前の書面による承諾のある場

合を除き、本大会における自己の肖像を第三者に利用させてはならない。ただし、

本人またはその家族が私的に利用する場合を除く。 

 



 

第６条（本規程の承諾） 

１ 競技者および指導者は、本大会の参加申込書の提出により、本規程を承諾した

ものとする。 

２ 本大会関係者は、本大会に関与することが決定したとき、本規程を承諾したも

のとする。 

３ 本連盟および本大会関係者は、前二項に規定する以外の者に対し、本大会会場

に来場した場合には、本規程を承諾したものと見なされる旨、掲示、放送その他

の方法により告知する。 

 

第７条（権利の侵害） 

本連盟、競技者、指導者および本大会関係者は、競技者、指導者または本大会関

係者の肖像権を侵害する行為に対して、必要に応じて共同して対処するものとす

る。 

 

第８条（本規程に属さない事項） 

本規程に定めのない事項が発生した場合は、原則として本連盟の九州高体連理事

長会で協議し、理事会の決定により解決するものとし、競技者、指導者および本大

会関係者は当該決定に従うものとする。 

 

第９条（改廃） 

本連盟は、必要があると認めるときは、いつでも本規程の全部または一部を改訂

し、または廃止することができるものとする。本規程が改訂された場合は、改訂前

に撮影または記録された肖像も含めて、改訂後の本規程が適用されるものとする。 

 

第１０条（違反時の措置） 

競技者、指導者および本大会関係者が本規程に違反したときは、本連盟は、損害

賠償請求等の法的措置その他本連盟が相当と認める措置をとることができる。 

 

附則 

本規程は、令和５年１月２６日より施行する。 


